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渋
谷
区
の
平
成
二
十
三
年

度
当
初
予
算
案
（
原
案
）
の
概

要
が
ま
と
ま
っ
た
。
一
般
会

計
は
、
八
百
十
九
億
円
。前
年

と
比
較
し
て
約
二
十
六
億
円
、

三
・
一
％
の
減
収
と
な
っ
た
。

特
別
会
計
は
、
約
三
百
七
十
五

億
円
、
介
護
保
険
事
業
が
約
百

十
四
億
円
と
八
・
九
％
増
え

そ
の
日
は
、
数
十
年
ぶ
り

の
記
録
的
な
大
雪
の
日
だ
っ

た
。
近
く
米
国
に
行
く
た
め

に
、
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て

初
め
て
英
会
話
の
教
室
に
参

加
し
た
と
き
の
こ
と
だ
。
聞

き
取
れ
な
い
英
語
に
戸
惑
っ

て
い
る
な
か
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ

ル
が
け
た
た
ま
し
く
、
鳴
っ

た
。用
件
を
聞
く
と
、「
詳
し

い
情
報
は
わ
か
ら
な
い
が
、

ど
う
や
ら
炭
鉱
で
事
故
が
あ

っ
た
ら
し
い
」。授
業
を
中
座
、

外
に
で
て
み
る
と
深
閑
と
す

る
な
か
、
数
十
セ
ン
チ
の
雪

が
積
も
っ
て
い
た
。

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九

年
）
一
月
十
八
日
夜
の
こ
と

だ
。事
故
は
、
三
井
三
池
炭
鉱

有
明
鉱
で
同
日
午
後
発
生
。

旧
式
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

に
堆
積
し
た
炭
塵
に
着
火
、

坑
内
火
災
が
発
生
し
、
お
よ

そ
六
百
人
は
自
力
で
脱
出
し

た
も
の
の
、
逃
げ
場
を
失
っ

た
八
十
三
人
が
一
酸
化
炭
素

中
毒
で
死
亡
し
た
。
戦
後
四

番
目
に
大
き
い
炭
鉱
災
害
。

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八

年
）
十
一
月
九
日
に
発
生
し

た
死
者
四
百
五
十
八
人
、
一

酸
化
炭
素
中
毒
者
八
百
三
十

九
人
を
だ
し
た
三
川
抗
の
炭

塵
爆
発
に
続
く
三
池
の
悲
劇

だ
っ
た
。

福
岡
県
警
は
、
た
だ
ち
に

現
地
に
捜
査
本
部
を
設
置
、

火
災
発
生
の
原
因
を
突
き
止

め
る
た
め
、
現
場
検
証
に
乗

り
出
し
た
。

現
場
と
い
っ
て
も
坑
口
か

ら
約
三
キ
ロ
。
海
面
下
二
百

二
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
。
ト

ロ
ッ
コ
電
車
で
、
立
て
坑
と

い
わ
れ
る
坑
道
を
四
十
五
度

ぐ
ら
い
の
傾
斜
で
降
下
、
採

炭
現
場
ま
で
片
道
一
時
間
か

ら
二
時
間
の
道
程
だ
。当
時
、

駆
け
出
し
の
記
者
だ
っ
た
が
、

こ
の
事
故
の
一
年
前
ぐ
ら
い

前
に
会
社
側
と
交
渉
の
末
、

記
者
ク
ラ
ブ
と
し
て
坑
内
に

も
ぐ
っ
た
の
で
、
国
内
で
は

お
そ
ら
く
稼
動
す
る
炭
鉱
に

入
っ
た
最
後
の
記
者
に
な
っ

た
。入

坑
し
た
捜
査
員
は
数
十

人
規
模
。
慣
れ
な
い
坑
内
の

現
場
検
証
は
難
航
、
一
ヶ
月

事
責
任
を
問
え
な
か
っ
た
。

そ
の
と
き
、
現
場
を
指
揮
し

て
い
た
強
行
犯
係
長
が
私
に

ぽ
つ
り
と
つ
ぶ
や
い
た
。「
悔

し
い
」。
こ
の
ひ
と
こ
と
は
、

数
十
年
た
っ
た
い
ま
で
も
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
社
会
正
義
」
な
ど
と
い
う

と
、
口
幅
っ
た
い
が
、こ
の
頃

れ
な
か
っ
た
が
、
捜
査
員
た

ち
は
火
災
発
生
直
後
の
危
険

な
現
場
で
検
証
、
文
字
通
り

「
か
ら
だ
」を
張
っ
て
い
た
。

高
級
官
僚
、
警
察
官
な
ど

公
務
員
の
給
料
は
本
気
で
働

い
て
い
る
人
ほ
ど
高
い
と
は

い
え
な
い
。
彼
ら
を
突
き
動

か
し
て
い
る
の
は
、
金
銭
な

か
る
部
分
は
当
然
あ
っ
た
も

の
の
、
こ
う
し
た
大
き
な
事

件
・
事
故
の
と
き
は
心
の
奥

底
で
お
互
い
を
認
め
合
う
部

分
が
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
。

あ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
が
経

過
。い
ま
の
捜
査
員
、
記
者
た

ち
の
質
は
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
が
、
そ
の
心
は
な
く
し
て

は
い
な
い
は
ず
だ
と
信
じ
た

い
。政

界
に
目
を
転
じ
る
と
、

何
か
い
び
つ
な
金
が
ら
み
の

話
ば
か
り
だ
。
企
業
献
金
を

な
く
し
政
治
と
金
の
問
題
を

き
れ
い
に
す
る
と
い
う
趣
旨

で
始
ま
っ
た
政
党
助
成
金
な

ら
ば
、
政
党
が
な
く
な
っ
た

ら
、
国
に
返
金
す
る
の
が
筋
。

そ
の
金
は
国
民
の
税
金
な
の

だ
。
問
題
な
の
は
、
そ
こ
に

「
公
」に
関
す
る
論
議
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。「
私
」
に
ま
つ
わ

る
こ
と
ば
か
り
。
日
本
国
と

い
う「
企
業
」の
社
長
、
役
員

で
あ
る
政
治
家
は
ま
ず
こ
の

国
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
そ

の
仕
事
。
貿
易
と
い
う
仕
事

柄
、
海
外
に
は
よ
く
行
く
が
、

こ
れ
だ
け
内
政
ば
か
り
に
終

始
す
る
国
も
珍
し
い
。
世
界

は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
躍
動
し
て

い
る
の
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は

世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い

く
の
は
、
必
至
の
状
況
だ
。保

身
に
右
顧
左
眄
、
そ
こ
に
こ

の
国
の
こ
と
や
、
国
民
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
姿
は
感
じ

ら
れ
な
い
。
現
場
の
人
間
た

ち
は
戦
っ
て
い
る
の
だ
。

政
界
、官
僚
、
警
察
な
ど
の

組
織
・
機
構
で
ど
れ
だ
け
こ

の
国
の
将
来
や
、
組
織
の
こ

と
を
本
気
で
考
え
て
い
る
人

間
が
い
る
か
ど
う
か
。
か
ら

だ
を
張
っ
て
戦
え
る
「
男
た

ち
」
が
い
る
の
か
。日
本
の
浮

沈
は
、
こ
う
し
た
戦
士
た
ち

の
如
何
次
第
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
時
間
を
要
し
た
。
毎

朝
、
作
業
着
姿
で
本
部
を
で

て
い
く
捜
査
員
た
ち
を
呆
然

と
眺
め
て
い
た
。

数
ヶ
月
に
及
ぶ
刑
事
捜
査

の
結
論
は
、
不
起
訴
処
分
。鉱

山
保
安
法
（
坑
内
は
会
社
の

私
有
地
）
の
壁
に
は
ば
ま
れ

て
、
起
訴
さ
え
も
で
き
ず
、
刑

の
捜
査
員
や
私
た
ち
記
者
た

ち
は
、
事
故
原
因
を
徹
底
的

に
究
明
す
る
と
と
も
に
、
責

任
の
所
在
を
明
確
化
、
二
度

と
こ
う
し
た
事
故
を
起
こ
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
使

命
感
が
あ
っ
た
。
遺
族
た
ち

の
悲
し
み
も
心
を
切
り
裂
い

た
。
私
た
ち
は
現
場
に
も
入

た
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業

も
二
百
十
六
億
円
と
五
・
五

％
増
加
し
た
。予
算
案
は
来
月

一
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
三
月
議

会
に
提
案
、
審
議
さ
れ
る
予
定

だ
。施

策
の
柱
は
「
少
子
化
対

応
」「
教
育
」「
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
」
な
ど
。渋
谷
区
で
は

建
国
記
念
日
の
二
月
十
一

日
、
青
山
通
り
と
表
参
道
で
は

恒
例
の
奉
祝
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
、
約
二
〇
〇
〇
人
の
神
輿

の
担
ぎ
手
た
ち
が
沿
道
い
っ

ぱ
い
に
練
り
歩
い
た
。

こ
の
日
は
全
国
的
に
寒
空

と
な
り
、
表
参
道
も
雪
が
舞
う

あ
い
に
く
の
空
模
様
。例
年
幼

稚
園
児
た
ち
に
よ
り
行
わ
れ

る
鼓
笛
隊
の
行
進
は
取
り
や

め
と
な
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も

い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
が
参
加
を

見
合
わ
せ
る
中
、
全
国
で
も
卓

特
に
子
ど
も
た
ち
の
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
、
今
年
四
月
に
は
千
駄
谷

幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
元
化
、

な
か
よ
し
園
と
し
て
開
設
（
定

員
百
五
十
一
人
）
す
る
ほ
か
、

来
年
四
月
に
は
西
原
地
区
幼

保
一
元
化
施
設
（
約
百
十
五
人

規
模
）を
建
設
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
に
向
け
た
施
策
に
力
を
い

れ
て
い
る
。

渋
谷
区
の
公
立
・
私
立
の

認
可
保
育
園
は
、
二
十
四
園
・

七
園
の
計
三
十
一
園
。定
員
約

二
千
四
百
人
。昨
年
九
月
段
階

の
待
機
児
童
は
百
五
十
九
人
。

逆
に
幼
稚
園
は
定
員
割
れ
し

て
い
る
施
設
も
多
く
、
幼
保
一

元
化
な
ど
を
強
化
、
幼
稚
園
の

定
員
割
れ
を
補
充
す
る
と
と

も
に
、
保
育
園
の
待
機
児
童
の

解
消
を
目
指
し
て
い
る
。

同
区
は
こ
れ
ま
で
、
①
全
小

学
校
（
二
十
校
）
で
放
課
後
ク

ラ
ブ
（
夜
七
時
ま
で
）
を
設
置

②
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
③
出

産
助
成
金
（
八
万
円
）
の
支
給

④
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
化
⑤
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
設
置
⑥
土

曜
学
習
ク
ラ
ブ
ま
な
び
ー
の

開
設
な
ど
様
々
な
施
策
を
実

施
、
こ
の
四
月
か
ら
は
子
ど
も

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
無
料
化

を
施
行
、
子
ど
も
た
ち
に
優
し

い
、
住
み
や
す
い
街
と
し
て
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
地
方

自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
案
で
は
こ
の
ほ
か
、「
高

齢
者
保
護
事
業
」と
し
て
社
会

福
祉
法
人
福
田
会
に
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
二
十
人
、
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
十
八

人
を
確
保
す
る
ほ
か
、
来
年
四

月
に
は
日
本
赤
十
字
社
に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
十
床
、

介
護
老
人
保
健
施
設
七
十
二

床
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
十
八
人
を
確
保
。さ
ら

に
代
々
木
高
校
跡
地
に
特
養

施
設
を
建
設
、
平
成
二
六
年
に

は
本
町
小
跡
地
に
百
人
規
模

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

ど
で
は
な
く
そ
の
「
志
（
こ
こ

ろ
ざ
し
）」
で
は
な
い
の
か
。

幸
い
に
も
私
は
、
不
祥
事
な

ど
で
世
間
を
に
ぎ
わ
す
組
織

の「
異
端
児
」の
知
り
合
い
は

い
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の

取
材
対
象
者
は
、
組
織
を
愛

し
、
ま
た
憂
う「
職
人
」で
あ

っ
た
。記
者
と
捜
査
員
。ぶ
つ

建
設
、
現
在
六
百
人
近
く
い
る

と
み
ら
れ
る
高
齢
者
の
入
居

待
ち
の
状
況
を
改
善
し
て
い

く
考
え
だ
。

越
し
た
実
力
で
知
ら
れ
る
駒

沢
大
学
吹
奏
楽
部
は
、
今
年
も

見
事
な
演
奏
を
聴
か
せ
た
。

約
二
〇
〇
〇
人
の
担
ぎ
手

た
ち
が
十
四
基
の
神
輿
を
担

い
で
闊
歩
、
彼
ら
の
熱
気
が
、

沿
道
を
通
る
人
た
ち
に
寒
さ

を
束
の
間
忘
れ
さ
せ
た
。

明
治
神
宮
の
本
殿
前
で
は

鼓
笛
隊
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
奉

納
演
奏
、
さ
ら
に
勇
壮
な
神
輿

の
宮
入
れ
で
記
念
日
を
祝
っ

た
。午

後
か
ら
は
明
治
神
宮
会

館
で
記
念
式
典
も
行
な
わ
れ
、

井
尻
千
男
・
拓
殖
大
学
名
誉

教
授
が
「
行
幸
の
国
日
本
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
、
記
念
日
を

締
め
く
く
っ
た
。

柱
は
少
子
化
対
応
策
な　
　

ど

渋
谷
区
の

予
算
案

一
般
減
少
、特
別
会
計
増

誇
り
高
き
職
人
の「
志
」を
!!

変
貌
す
る
国
際
社
会
の
中
で
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経営者の皆様を取り巻く
経営上の問題に的確に対応する
身近なパートナーです。

皆様に役立つ
質の高いサービスの提供を追及します。

（2）

33年前の大会の模様（写真提供＝商店街街振興組合原宿表参道欅会）

日
本
に
お
け
る
女
子
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「
原
宿
女
子
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
」
が

三
月
六
日
、「
渋
谷
表
参
道
Ｗｏ

ｍ
ｅ
ｎ‘ｓ　

Ｒｕ
ｎ
」と
名
前
を
変

え
、三
三
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
。

日
本
屈
指
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

街
で
あ
る
表
参
道
と
、
通
常
は

走
る
こ
と
の
で
き
な
い
明
治
神

宮
境
内
の
一
部
を
組
み
入
れ
た

コ
ー
ス（
一
〇
㎞
）を
、
女
性
ラ

ン
ナ
ー
四
千
人
に
開
放
。一
次

募
集
で
は
応
募
開
始
と
ほ
ぼ
同

時
に
定
員
が
埋
ま
る
な
ど
、
主

催
者
が
驚
き
を
隠
せ
な
い
ほ
ど

の
人
気
が
早
く
も
沸
騰
し
て
い

る
。シ
ド
ニ
ー
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
る
こ
と

も
決
ま
っ
て
お
り
、
早
春
の
表

参
道
は
爽
や
か
な
風
に
包
ま
れ

そ
う
だ
。

か
つ
て
原
宿
は
、
女
性
の
長

距
離
走
が
ま
だ
市
民
権
を
得
て

い
な
か
っ
た
一
九
七
七
年
と
七

八
年
に
、「
原
宿
女
子
ミ
ニ
マ
ラ

ソ
ン
」を
街
が
独
自
に
開
催
。翌

七
九
年
に
は
、
こ
れ
が
呼
び
水

と
な
っ
て
国
際
陸
上
競
技
連
盟

が
認
定
す
る
世
界
初
の
女
子
マ

ラ
ソ
ン
大
会
（
東
京
国
際
女
子

マ
ラ
ソ
ン
）
が
開
催
さ
れ
た
経

緯
も
あ
り
、
女
性
ラ
ン
ナ
ー
と

の
縁
は
浅
か
ら
ぬ
土
地
柄
だ
。

だ
が
近
年
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン

の
参
加
申
込
者
の
二
六
％
が
女

性
に
な
る
な
ど
、
女
性
ラ
ン
ナ

ー
は
確
実
に
増
え
る
一
方
で
、

彼
女
た
ち
が
思
う
存
分
走
れ
る

大
会
は
不
足
気
味
。東
京
国
際

女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
後
継
と
し
て

〇
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
横
浜
国

際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に
し
て
も
参

加
資
格
は
一
部
の
エ
リ
ー
ト
ラ

ン
ナ
ー
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

一
般
の
女
性
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が

自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
服
装
の
乱

れ
な
ど
に
気
を
と
ら
れ
る
こ
と

な
く
公
道
を
走
れ
る
大
会
が
強

く
望
ま
れ
て
い
た
。「
新
宿
表
参

道
Ｗｏ
ｍ
ｅ
ｎ‘ｓ　

Ｒｕ
ｎ
」
は
そ

う
し
た
需
要
に
応
え
登
場
し
た

形
だ
。

三
年
が
か
り
で
開
催
に
漕
ぎ

着
け
た
関
係
者
の
一
人
は
、「
い

く
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
ブ
ー
ム
と

は
言
え
、
四
千
人
の
定
員
が
瞬

時
に
埋
ま
っ
た
の
は
全
く
の
予

想
外
。表
参
道
と
い
う
街
の
持

つ
、
ブ
ラ
ン
ド
の
力
あ
っ
て
こ

そ
で
し
ょ
う
。参
加
者
に
無
事

故
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
は
当

然
と
し
て
、
地
元
か
ら
も
長
く

愛
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。

メ
イ
ン
会
場
は
代
々
木
公
園

Ｂ
地
区
野
外
ス
テ
ー
ジ
周
辺
。

同
公
園
Ｂ
地
区
か
ら
表
参
道
、

四
月
の
統
一
地
方
選
で
任
期

満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
、
渋

谷
区
の
区
長
選
挙
と
区
議
選

挙
は
四
月
十
七
日（
日
）告
示
。

同
二
十
四
日
（
日
）
の
午
前
七

時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
投
票

が
行
わ
れ
る
。

二
月
八
日
現
在
、
区
長
選
に

は
現
職
の
桑
原
敏
武
区
長
（
七

五
）
の
ほ
か
、
元
都
議
会
議
員

で
一
級
建
築
士
の
矢
部
一
氏

（
六
〇
）
と
元
衆
議
院
議
員
の

樽
井
良
和
氏
（
四
三
）
が
正
式

に
出
馬
を
表
明
。共
産
党
も
独

自
候
補
の
擁
立
を
模
索
し
て

い
る
が
、
比
較
的
政
策
面
で
の

距
離
が
近
い
他
の
候
補
の
応

援
に
回
る
可
能
性
を
否
定
し

て
い
な
い
。

三
選
を
目
指
す
桑
原
区
長

は
現
職
の
強
み
に
加
え
、
区
内

年
少
人
口
の
増
加
や
、
大
和
田

小
学
校
跡
地
に
竣
工
し
た
「
文

化
総
合
セ
ン
タ
ー
大
和
田
」の

開
設
な
ど
任
期
中
に
挙
げ
た

実
績
が
基
盤
。今
回
も
商
店
街
、

町
内
会
か
ら
の
支
持
を
早
々

に
取
り
付
け
、
優
位
に
選
挙
戦

を
進
め
る
。

こ
れ
を
追
走
す
る
の
が
、
前

回
〇
七
年
の
区
長
選
で
も
桑

原
氏
に
六
三
一
五
票
差
（
得
票

総
数
二
万
七
二
九
票
）
と
迫
っ

た
矢
部
一
氏
。し
ば
し
ば
そ
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
手
法
が
強

引
と
も
評
さ
れ
る
桑
原
区
政

に
対
し
、「
区
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
導
入
」「
区
の
資

産
の
全
面
公
開
」
な
ど
、
区
政

の
透
明
化
を
争
点
に
す
る
こ

と
で
「
三
度
目
の
正
直
」
を
狙

う
。

民
主
党
の
推
薦
を
受
け
た

樽
井
良
和
氏
は
、
区
の
福
祉
行

政
を
中
学
校
学
区
単
位
で
分

割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
特
性
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う「
福

祉
自
治
区
」
の
導
入
を
公
約
。

た
だ
し
渋
谷
区
と
の
地
縁
が

薄
い
「
落
下
傘
候
補
」
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
自
治
労
の
応
援

を
受
け
な
い
方
針
も
あ
り
、
衆

議
院
議
員
（
比
例
区
選
出
）
を

一
期
務
め
た
実
績
と
若
さ
を
武

器
に
、
ど
こ
ま
で
無
党
派
層
に

浸
透
で
き
る
か
が
カ
ギ
か
。

直
近
五
回
の
区
長
選
投
票

率
を
見
る
と
、
四
三
．四
〇
％

（
九
一
年
）→
四
一
・
四
三
％（
九

五
年
）→
四
三
・
三
三
％
（
九

九
年
）
→
三
九
・
三
一
％
（
〇

三
年
）→
四
〇
・
六
〇
％
（
〇

七
年
）と
推
移
。史
上
最
低
だ
っ

た
前
々
回
か
ら
、
タ
レ
ン
ト

候
補
の
出
馬
な
ど
話
題
の
多

か
っ
た
前
回
は
若
干
の
持
ち

直
し
を
見
た
。

期
日
前
投
票
は
、
告
示
翌
日

の
四
月
十
八
日
か
ら
渋
谷
区

役
所
四
階
第
一
会
議
室
で
行

わ
れ
る
ほ
か
、千
駄
ヶ
谷
、幡
ヶ

谷
の
社
会
教
育
会
館
、
上
原
区

民
会
館
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
氷
川

で
実
施
さ
れ
る
。　

開
票
は

二
十
四
日
の
午
後
八
時
五
十

分
よ
り
神
南
小
学
校
体
育
館

に
て
行
わ
れ
、
二
十
五
日
未
明

に
は
大
勢
判
明
の
見
込
み
だ
。

区
議
選
　
定
数
三
十
四

に
四
十
一
人
が
立
候
補

区
議
選
は
定
数
三
十
四
人

に
対
し
て
、
現
段
階
で
四
十

一
人
が
立
候
補
の
予
定
。
無

所
属
系
の
出
馬
は
依
然
流
動

的
な
が
ら
、
主
要
会
派
か
ら

の
立
候
補
者
は
ほ
ぼ
固
ま
っ

た
。自

民
党
は
現
有
議
席
を
一

上
回
る
一
一
人
、
公
明
党
、
日

本
共
産
党
は
現
有
議
席
と
同

じ
六
人
を
擁
立
す
る
。
民
主

党
（
渋
谷
区
に
お
い
て
は
「
渋

谷
区
議
会
民
主
党
」
と
「
区

民
の
会
民
主
」
の
二
会
派
）

は
現
有
議
席
か
ら
三
人
増
と

な
る
九
人
が
出
馬
。
初
の
統

一
地
方
選
を
戦
う
み
ん
な
の

党
と
新
自
由
政
経
フ
ォ
ー
ラ

ム
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人

ず
つ
出
馬
す
る
。そ
の
ほ
か
、

無
所
属
で
現
職
三
人
、
新
人

二
人
の
計
五
人
が
出
馬
を
予

定
し
て
い
る
。

区
議
選
立
候
補
予
定
者
へ

の
説
明
会
は
、
二
月
十
七
日

の
一
三
時
三
十
分
か
ら
区
役

所
の
五
階
の
大
集
会
室
で
、

区
長
選
の
立
候
補
予
定
者
と

同
時
に
行
わ
れ
る
。

立
候
補
予
定
者
は
以
下
の

と
お
り
。

【
自
由
民
主
党
】

染
谷　

賢
治（
現
）

丸
山　

高
志（
現
）

斎
藤　

竜
一（
現
）

前
田　

和
茂（
現
）

下
嶋　

倫
朗（
現
）

木
村　

正
義（
現
）

小
林　

清
光（
現
）

松
岡　

定
俊（
現
）

佐
藤　

真
理（
現
）

中
谷　

琢
也（
現
）

斎
藤　

貴
之（
新
）

【
公
明
党
】

広
瀬　
　

誠（
現
）

沢
島　

英
隆（
現
）

植
野　
　

修（
現
）

栗
谷　

順
彦（
現
）

古
川
斗
記
男（
現
）

久
永　
　

薫（
新
）

【
日
本
共
産
党
】

五
十
嵐
千
代
子（
現
）

苫　
　

孝
二（
現
）

新
保
久
美
子（
現
）

菅
野　
　

茂（
現
）

牛
尾　

真
己（
現
）

田
中　

正
也（
新
）

【
渋
谷
区
議
会
民
主
党
】

芦
沢　

一
明（
現
）

鈴
木　

建
邦（
現
）

浜
田　

浩
樹（
現
）

吉
田
佳
代
子（
現
）

小
林
真
美
子（
新
）

春
田　
　

学（
新
）

佐
々
木
弘
明（
新
）

【
区
民
の
会
民
主
】

岩
崎　

保
夫（
現
）

岡
田　

麻
理（
現
）

【
真
自
由
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

薬
丸　

義
人（
現
）

金
井　

義
忠（
現
）

【
み
ん
な
の
党
】

小
林　

崇
央（
現
）

須
田　
　

賢（
新
）

【
無
所
属
】

長
谷
部　

健（
現
）

伊
藤　

毅
志（
現
）

東　
　

敦
子（
現
）

堀
切　

稔
仁（
新
）

笹
本
由
紀
子（
新
）

（
順
不
同
、敬
称
略
）

太
田
記
念
美
術
館
（
神
宮

前
一
―
一
〇
―
一
〇
）で
は
来

月
三
月
一
日
か
ら
同
二
十
七

日
ま
で
の
期
間
中
、「
小
林
清

親
展
」を
開
催
す
る
。　

明
治
時
代
に
活
躍
し
、「
最

後
の
浮
世
絵
師
」
と
呼
ば
れ

た
画
家
小
林
清
親
（
こ
ば
や

し
・
き
よ
ち
か　

一
八
四
七

～
一
九
一
五
）の
作
品
展
。「
池

の
端
花
火
」
な
ど
の
風
景
画

三
十
七
点
、「
清
親
放
痴　

東

京
大
川
端
新
大
橋
」
な
ど
風

刺
画（
ポ
ン
チ
絵
）十
二
点
を

中
心
に
計
八
七
点
を
展
示
す

る
予
定
。

開
館
時
間
は
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分

（
入
館
は
午
後
五
時
ま
で
）。

入
館
料
は
一
般
七
百
円
、
大

学
生
・
高
校
生
五
百
円
。
中

学
生
以
下
は
無
料
。

期
間
中
の
休
館
日
は
三
月

七
日
、
十
四
日
、
二
十
二
日
。

問
い
合
わ
せ
は
〇
三
―
五
七

七
七
―
八
六
〇
〇
ま
で
。

明
治
神
宮
を
経
由
し
、
参
宮
橋
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
周
辺
道
路
を
周
回
し
、

代
々
木
公
園
に
戻
っ
て
く
る
コ

ー
ス
。

競
技
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
女
子

一
〇
㎞
（
制
限
時
間
八
十
分
）」

の
ほ
か
、
小
学
生
の
男
女
と
そ

の
親
を
対
象
と
し
た
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン
」、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
」
の

三
つ
。
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
五

千
円
、
千
円
、
五
百
円（
登
録
手

数
料
別
途
）。
定
員
に
は
既
に

達
し
て
い
る
が
、
二
月
十
三
日

に
は
、
公
式
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
om
en
sru
n
.jp
/

）
を
通
じ

て
第
二
次
募
集
も
行
わ
れ
、
約

二
〇
〇
人
が
追
加
エ
ン
ト
リ
ー

を
果
た
し
て
い
る
。

３
選
目
指
す
桑
原
区
長

対
抗
馬
に
矢
部
、樽
井
両
氏

最
後
の
浮
世
絵
師
展

33年ぶり復活…
原宿女子ミ　

　ニマラソン


